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【公開番号】特開2013-233(P2013-233A)
【公開日】平成25年1月7日(2013.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2013-001
【出願番号】特願2011-132434(P2011-132434)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   6/03     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月30日(2014.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の管電圧に設定されて電子を照射する第１の陰極と、
　前記第１の陰極に対向する方向に、前記第１の管電圧と異なる第２の管電圧に設定され
て電子を照射する第２の陰極と、
　前記第１の陰極から電子が照射される第１の照射面と前記第２の陰極から電子が照射さ
れる第２の照射面とを背中合わせに有し、それぞれの照射面から被検体に向けてＸ線を照
射する陽極と、
　を有するＸ線管と、
　前記被検体を透過した前記Ｘ線を検出する検出器と、
　前記Ｘ線管を前記検出器に対向した状態で一体として保持し、被検体の周りを回転させ
、回転中心軸方向に、天板に対する前記Ｘ線管と前記検出器の組の相対移動を制御し、連
続撮影するときの一方の陰極による撮影から他方の陰極による撮影までの撮影間隔の間の
前記相対移動の距離の整数倍を、前記第１の照射面と前記第２の照射面の間の長さに一致
させる制御手段を備えたことを特徴とするＸ線ＣＴ装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、連続撮影するときの一方の陰極による撮影から他方の陰極による撮影
までの撮影間隔の間の前記相対移動の距離を、前記第１の照射面と前記第２の照射面の間
の長さに一致させることを特徴とする請求項１に記載のＸ線ＣＴ装置。
【請求項３】
　第１の管電圧に設定されて電子を照射する第１の陰極と、
　前記第１の陰極に対向する方向に、前記第１の管電圧と異なる第２の管電圧に設定され
て電子を照射する第２の陰極と、
　前記第１の陰極と前記第２の陰極の間に配置されるとともに、前記第１の陰極から電子
が照射される第１の照射面と前記第２の陰極から電子が照射される第２の照射面とを背中
合わせに有し、前記第１の照射面が前記第１の陰極からの電子の照射に対して第１のター
ゲット角度を有し、前記第２の照射面が前記第２の陰極からの電子の照射に対して前記第
１のターゲット角度と異なる第２のターゲット角度を有し、被検体に向けてＸ線を照射す
る陽極と、
　を有するＸ線管と、
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　前記被検体を透過した前記Ｘ線を検出する検出器と、
　を備えたことを特徴とするＸ線ＣＴ装置。
【請求項４】
　前記第１のターゲット角度は、前記第１の陰極からの電子の照射方向に直交する面と前
記第１の照射面により形成される角度であり、前記第２のターゲット角度は、前記第２の
陰極からの電子の照射方向に直交する面と前記第２の照射面により形成される角度である
ことを特徴とする請求項３に記載のＸ線ＣＴ装置。
【請求項５】
　前記第１のターゲット角度および前記第２のターゲット角度は、それぞれ８度～１２度
の間であることを特徴とする請求項３又は４に記載のＸ線ＣＴ装置。
【請求項６】
　前記検出器によって検出されたＸ線に基づく投影データから、それぞれ画像を再構成す
る再構成手段をさらに備えたことを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載のＸ線
ＣＴ装置。
【請求項７】
　前記２つの陰極のそれぞれと前記陽極との間に異なる独立した管電圧を加える電源を、
さらに備えたことを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載のＸ線ＣＴ装置。


	header
	written-amendment

